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問 題

感情体験がどのような過程を経て生じるのかと

いう問題は古くから関心がもたれてきた。これに

ついてWilliam Jamesは「悲しいから泣くので

はない，怖いから逃げるのではない。泣くから悲

しいのであり，逃げるから怖いのだ」とし，感情

を生じさせるような対象に出会った直後に身体の

生理的な反応が生じ，それが脳へフィードバック

されて主観的感情体験が生じるとした（James，

1884）。身体末梢の反応が感情を生じさせること

から，感情の末梢起源説と呼ばれる考えである。

後にWalterB.Canonによって内臓反応が緩

慢であることや，感情の種別が異なっていても身

体反応は類似していることなどが指摘され，感情

は脳（特に視床）によって生じ，身体の生理的反

応は単なる出力にすぎないという説が提唱された

（Canon，1927）。感情が身体末梢ではなく中枢神

経によって生じると考えることから感情の中枢起

源説と呼ばれる。これら２つの説に始まる議論は

現在においても完全に収束しておらず，感情の生

理心理学・精神生理学的研究のテーマのひとつと

なっている。

一方で，自分の身体の生理的状態を感じ取る能

力（内受容感覚）には個人差があることが知られ

ている。身体の生理的状態を鋭敏に感じられる者

もいれば，鋭敏に感じられない者もいるというこ

とである。内受容感覚の個人差を測定する方法と

しては主に，質問紙を用いる方法と，実験室内で

課題を行う方法がある。質問紙を用いる方法とし
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要旨

本研究は，自身の生理的状態を感じ取る能力（内受容感覚）の個人差に着目し，この感覚の鋭敏さが，感情体験

の強さや感情喚起時の心拍変動と感情体験の相関性に与える影響を検討した。実験１では心拍カウント課題によっ

て参加者の内受容感覚の鋭敏さを測定し，鋭敏さの群間で，感情喚起スライド（IAPS）呈示時の感情評定値に差

異があるか，感情評定値の時系列変動と心拍変動との間の相関に差異があるかを検討した。その結果，群間で感情

体験の強さの差異は認められなかったが，快スライド呈示時に，内受容感覚が鋭敏な群において心拍変動と感情体

験の相関が認められた。不快スライド呈示時においては，内受容感覚が鋭敏である群に加えて，鋭敏でない群もこ

の相関が認められた。実験２では心拍弁別課題によって参加者の内受容感覚の鋭敏さを測定し，実験１と同様の検

討を行ったが，実験１と同様の結果が得られた。２つの実験より，内受容感覚によってもたらされる身体生理反応

に関する情報が感情の成立に関連している事が示唆された。
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て，例えばMehling,Price,Daubenmier,Acree,

Bartmess,＆ Stewart（2012）のMultidimen-

sionalAssessmentofInteroceptiveAwareness

（MAIA）尺度を庄子雅保・大野誠士・BeateM.

Herbert・WolfE.Mehlingが日本語化した「内

受容感覚への気づきの多次元的評価尺度」では，

「緊張しているとき，身体のどの部分が緊張して

いるか気づいている」などの質問に回答を求め，

内受容感覚の程度を評価している。課題による方

法としては，参加者が感じた内臓の感覚と比較す

る生理反応が比較的容易に測定できることから，

心拍に関連した課題が多く用いられている。例え

ば心拍カウント課題では，一定時間が経過するま

でに自身が感じた心拍回数と，心電図によって測

られた実際の心拍回数とを比較することで，心拍

感受性を評価する（Schandry，1981）。

この他にも心拍を対象とした課題はいくつかあ

り，心拍のタイミングに合わせてボタンを押す課

題や（McFarland，1975），心拍に合わせて音が

鳴っているか，心拍からずれて音が鳴っているか

を弁別させる課題などがある （Katkin ＆

Blascovich,＆ Goldband，1981）。ずれること

なくボタンを押せた者や正確に弁別できた者が，

鋭敏な内受容感覚を持っていると評価される。

このような種々の方法によって測定される内受

容感覚の鋭敏さの個人差が，感情と関連すること

が知られている。例えば，内受容感覚が鋭敏な者

はそうでない者に比べて感情が変動しやすく状態

不安が強いことが報告されている（Schandry，

1981）。身体末梢の反応が脳にフィードバックさ

れる過程を経て感情が成立していることが示唆さ

れる結果であり，感情の末梢起源説を支持してい

るといえる。

しかし，国内の研究（福島・寺澤・魚野・梅田，

2013）では，内受容感覚が鋭敏な者はそうでない

者よりも，刺激により喚起された感情の強度が弱

いという，Schandry（1981）とは反対の傾向も

報告されている。刺激によって生じた感情を積極

的に制御した結果とも解釈されているが，内受容

感覚の鋭敏さが感情とどのように関連するか，さ

らなる検討が必要である。

そこで本研究では，心拍を感じる能力を測る課

題によって内受容感覚の鋭敏さを測定し，内受容

感覚の鋭敏さの程度によって感情喚起スライド呈

示時の喚起感情の強度に差異があるか検討する。

Schandry（1981）や福島他（2013）の研究では，

内受容感覚の鋭敏な者とそうでない者を群分けし

て，感情の強さや生理反応の強さに群間の差があ

るかどうかを検討したが，本研究はこれらの研究

の追試となる。

また本研究ではさらに，継時的に変化する感情

体験と心拍変動の相関性を分析し，この相関性と

内受容感覚が関連しているか否かを検討する。感

情体験と心拍変動の相関性に着目することで，身

体末梢の変化が感情体験の成立に対してどのよう

に関係しているか，詳細に検討できると期待され

る。感情の末梢起源説に立脚すれば，内受容感覚

が鋭敏な者は心拍の変動と感情体験が強く関連し

ていると予想される。

実 験 １

方法

参加者 大学生53名の参加を得た（女性42名，

男性11名，平均年齢19.7歳，SD＝2.1）。実験参

加者に対して実験の概要を十分に説明し，実験を

いつでも中断できることを明示，参加の同意を書

面にて得た。実験中断の有無に関わらず，実験終

了後に謝礼として500円相当の図書カードを進呈

した。

内受容感覚の測定 Schandry（1981）の方法

に基づき，外的手がかりなしで自身の心拍を一定

時間数えさせる心拍カウント課題を行った。参加

者には実験室内の椅子に座るよう求め，手首で脈

を取るなどによって手がかりを得られないように，

身体に手を触れないように指示した。この状態で，

25秒間，35秒間，45秒間の３区間のそれぞれで心

拍を感じた回数を数え，各時間の経過後に口頭で

報告するように求めた。

参加者が報告した心拍回数と，３区間それぞれ

で測定された心電図から実際の心拍回数を求め，

両者を比較した。３区間それぞれで，報告された

心拍回数と実際の心拍回数の差の絶対値を計算し，

この値を実際の心拍回数で割り，心拍回数のずれ
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の比率を算出した。この値を１から引き，さらに

３区間全体の平均値を求めた。最終的に，この内

受容感覚の測定値は０～１の範囲をとる値となり，

１に近いほど自身の心拍を正確に感じることがで

きたことを意味する。この値を用いて，高群18名

（M＝0.66，SD＝0.15），中群18名（M＝0.21，

SD＝0.10），低群17名（M＝0.02，SD＝0.02）

に参加者を群分けした。

感情喚起刺激 IAPSスライドセットを用いた。

Lang,Bradley,＆ Cuthbert（2005）の評定値

（快適度）を用いて，快・中性・不快スライド各

10枚を用いた。練習用として，さらに各２枚を用

いた（Table1）。

感情リアルタイム評定 櫻井（2012）の方法に
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IAPS
1710 Puppies 8.34 (1.12) 5.41 (2.34)
5760 Nature 8.05 (1.23) 3.22 (2.39)
7002 Towel 4.97 (0.97) 3.16 (2.00)
7004 Spoon 5.04 (0.60) 2.00 (1.66)
6313 Attack 1.98 (1.38) 6.94 (2.23)
9254 Assault 2.03 (1.35) 6.04 (2.35)
1340 Women 7.13 (1.57) 4.75 (2.31)
1463 Kittens 7.45 (1.76) 4.79 (2.19)
1610 Rabbit 7.82 (1.34) 3.08 (2.19)
2091 Girls 7.68 (1.43) 4.51 (2.28)
2311 Mother 7.54 (1.37) 4.42 (2.28)
2339 Father 6.72 (1.34) 4.16 (1.90)
4603 Romance 7.10 (1.58) 4.89 (2.26)
5001 Sunflower 7.16 (1.56) 3.79 (2.34)
7325 Watermelon 7.06 (1.65) 3.55 (2.07)
8210 Boat 7.53 (1.31) 5.94 (2.07)
7009 Mug 4.93 (1.00) 3.01 (1.97)
7034 Hammer 4.95 (0.87) 3.06 (1.95)
7038 Shoes 4.82 (1.20) 3.01 (1.96)
7052 Clothespins 5.33 (1.32) 3.01 (2.02)
7056 Tool 5.07 (1.02) 3.07 (1.92)
7090 Book 5.19 (1.46) 2.61 (2.03)
7100 FireHydrant 5.24 (1.20) 2.89 (1.70)
7150 Umbrella 4.72 (1.00) 2.61 (1.76)
7175 Lamp 4.87 (1.00) 1.72 (1.26)
7190 Clock 5.55 (1.34) 3.84 (2.06)
1205 Spider 3.65 (1.76) 5.79 (2.18)
1310 Leopard 4.60 (1.62) 6.00 (1.80)
2120 AngryFace 3.34 (1.91) 5.18 (2.52)
3181 BatteredFem 2.30 (1.43) 5.06 (2.11)
3280 DentalExam 3.72 (1.89) 5.39 (2.38)
6241 Gun 3.42 (1.52) 4.54 (2.35)
6315 BeatenFem 2.31 (1.69) 6.38 (2.39)
9040 StarvingChild 1.67 (1.07) 5.82 (2.15)
9404 Soldiers 3.71 (1.67) 4.67 (2.26)
9910 CarAccident 2.06 (1.26) 6.20 (2.16)

Table1
実験に使用したIAPSスライドの一覧
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基づいて，IAPSスライド呈示中の感情をジョイ

スティックによって評定させた。栄通信工業（株）

製ジョイスティックコントローラー（H50JAK

-YO-20R2）をベースに，左側最大傾斜時に－１V

（不快），中点位置で０V（中立），右側最大傾斜

時に１V（快）が出力されるように回路を設計し

た（アサノ医療商会，有限会社ジーワンシステム

製20110930G1SEJ002および，評定操作練習用の

LED表示装置として同社製20081020G1SEJ0002

を使用した）。 この装置をポリグラフ （AD

Instruments社製PowerLab8/30）に接続し，

スティックの角度を連続的に測定した。参加者は，

スライドを見ている間に感情の変化があったと感

じた時にスティックを動かし，自身の感じている

快・不快感情が常にスティックの角度に反映され

るように評定するよう求められた。

装置 本実験中において，参加者に対する教示

はインターホン（アイホン社製LEM-1）を通じ

ておこなった。参加者はシールドルーム内の椅子

に着席し，実験者はシールドルーム外から教示を

与えた。

心電図の測定にあたっては，使い捨て電極（セ

ンステック社製プロセンスPSC-SC43）を用いて

胸部三点誘導法によって心電図を導出し，ポリグ

ラフ装置（PowerLab8/30にAD Instruments

社製BioAmpを接続したもの）によって心電図波

形の記録をした。この装置をノート型コンピュー

タ（EPSON社製EndeavorNJ1000）に接続し，

記録ソフト（AD Instruments社製LabChart

ver.7.3.7）を動作させ，波形の記録および解析を

おこなった。

感情喚起スライドの呈示は，スライド呈示用ノー

ト型コンピュータ（HP社製Paviliondv6500）に

外付けモニタ（Sony社製CPD-E230）を接続し

た装置にておこなった。刺激の呈示は実験刺激呈

示ソフト（Cedrus社製SuperLabver.4.5.2）に

よって制御された。

また，スライド刺激が呈示されたタイミングを

記録するため，スライド呈示用ノート型コンピュー

タ （HP社製Pavilion dv6500） にCedrus社製

Stimtrackerを接続し，この出力を，PowerLab

8/30を経由して生理測定用ノート型コンピュー

タ（EndeavorNJ1000）に接続した。実験刺激

呈示ソフトSuperLabver.4.5.2のDigitalOutput

イベントと，生理測定ソフトLabChartver.7.3.7

のプリセットコメント機能を設定し，各スライド

が呈示されたタイミングを，ポリグラフの記録に

反映させた。

手続き 実験は参加者１名ずつ個別に行われた。

最初に，参加者に対して実験の概要を説明し，心

拍カウント課題を実施した。続いて感情リアルタ

イム評定の方法を説明し，評定練習用のスライド

（計６枚）を呈示，リアルタイムに感情を評定さ

せた。スライドの呈示にあたっては，注視点を２

秒間，スライド１枚を10秒間，空白画面を10秒間

の長さで，それぞれ呈示した。続く本試行では，

快・中性・不快，または不快・中性・快の順序で，

同一の感情価をもつスライド10枚を続けて呈示し

た。本試行においても練習試行と同じ時間間隔で

注視点・スライド・空白画面を呈示した。

参加者には，画面が空白の間も含めて一連のス

ライド呈示によって生じる感情の変化をリアルタ

イムに評定させた。これら２種類の順序は参加者

間カウンターバランスをとった。

結果と考察

感情評定値 快または不快スライド呈示中10秒

間の感情評定値の平均を求め，これを内受容感覚

の群ごとに集計した（Figure1）。内受容感覚

（３群，参加者間要因）×スライド感情価（快・

不快，参加者内要因）の２要因分散分析によって

平均値の差を検定した。その結果，スライド感情

価の有意な主効果が認められた（F（1,50）＝

275.65,p＜.001）。快スライドは不快スライドよ

りも有意に評定値が高く，スライドの持つ感情価

が反映された結果であった。

しかし，内受容感覚の主効果（F（2,50）＝

1.84,ns）およびスライド感情価との交互作用（F

（2,50）＝0.38,ns）はどちらも有意ではなかった。

内受容感覚と感情刺激強度が関連するとした先行

研究と異なる結果となったが，感情喚起の方法や，

そのための刺激の強度が比較的弱かったことなど，

今後検討する必要がある。
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心拍間隔と感情評定値の相互相関 スライド呈

示中に測定された心電図より心拍間隔（Inter

BeatInterval;IBI）を求めた。このIBIの値と，

スライド呈示中の感情リアルタイム評定値につい

て，１秒間をひとつの区間とするようにデータを

圧縮し，３区間（３秒間）をウインドウとする移

動平均によって波形を平滑化した。IBIと感情リ

アルタイム評定値のそれぞれのデータ系列ごとに

求めた平均値と標準偏差を用いて，両系列の値を

標準化し，IBIと感情評定値の波形を重ね合わせ

た。代表例として，内受容感覚高群と低群の，快

スライド呈示条件の平均波形をFigure2，

Figure3に示す。

内受容感覚低群よりも高群において，IBIと感

情評定値の波形が一致しているように見受けられ

るが，これらの指標の関連性を検討するため，個

人ごとに相互相関係数を算出し，ラグが－５秒か

ら５秒の間で絶対値が最大となる最大相互相関係

数とそのラグ値を求めた（Table2）。フィッシャー

のz'変換後の値を用いて0を帰無仮説とするt検

定をおこなったところ，快スライドにおいては内

受容感覚高群のみが有意な相関であることが示さ

れた（t（17）＝2.42,p＜.05）。中群（t（17）＝

0.46,ns）および低群（t（16）＝1.75,ns）では

有意な相関は認められなかった。高群においては

心拍と感情体験が相互に関連していることが示さ

れ，身体反応が感情に関連していることを示唆し

ている。
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Figure1.感情評定値の平均（誤差範囲はSE）。

Figure2.内受容高群，快スライド呈示時の平滑化済み平均波形（n＝18）。

Figure3.内受容低群，快スライド呈示時の平滑化済み平均波形（n＝17）。
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一方，不快スライドは高群（t（17）＝3.79,

p＜.01），中群（t（17）＝3.42,p＜.01），低群（t

（16）＝4.87,p＜.001）の全ての群で有意な相関

が認められた。不快事象への対処は適応上重要で

あり，内受容感覚の程度に関わらず心身が密接に

関連し，不快事象に対して反応している事が示唆

された。

本実験の手続きからは，スライドを用いる感情

喚起法や，その刺激の強度，感情制御が生じたか

否かという点が今後の研究における検討課題とし

て挙げられるが，さらに内受容感覚の測定方法に

ついても課題となっている。本実験で用いた内受

容感覚の測定法はSchandry（1981）の方法に基

づいた心拍カウント課題であったが，この課題は

内受容感覚によって心拍のタイミングを知覚して

いなくても，推測によって心拍回数を答えること

ができる。その結果，本来の内受容感覚の度合い

よりも，感覚が鋭敏であると評価されている可能

性が考えられる。

そこで実験２では，心拍に合わせて音が鳴って

いるか，心拍からずれて音が鳴っているかを弁別さ

せる課題（Katkin＆ Blascovich，＆ Goldband，

1981）を用いて参加者の内受容感覚を測定する。

この課題は統計的な基準を設定することにより，

推測で回答しているに過ぎないのか（正解率がチャ

ンスレベル相当であるのか），鋭敏な内受容感覚

を有していて高い正解率を示したのか判定するこ

とができる。

実 験 ２

方法

参加者 大学生53名の参加を得た（女性38名，

男性15名，平均年齢19.9歳SD＝1.3）。実験参加

者に対して実験の概要を十分に説明し，実験をい

つでも中断できることを明示，参加の同意を書面

にて得た。実験中断の有無に関わらず，実験終了

後に謝礼として500円相当の図書カードを進呈し

た。

内受容感覚の測定 Katkin，Blascovich，＆

Goldband（1981）の方法を参考に，参加者自身

の心拍（心電図のＲ波）と同時に音がなっている

か，そこからずれて音がなっているかを判断させ

る心拍弁別課題をおこなった。

音声の呈示には心電図の記録に用いるノート型

コンピュータをそのまま用いた。このコンピュー

タでLabChartver.7.3.7のEventManager機能

を設定し，参加者の心電図波形からＲ波を検出し

た。試行ごとに，参加者のＲ波を検出してから即

時に音声を呈示するか，０秒～0.3秒の間でラン

ダムな長さの遅延おいて音声を呈示するかが決め

られた。音声は1000Hzの正弦波（長さ0.1秒）

であった。１試行において，参加者の心拍を10拍

検出するまで音声が呈示され，10回の音声が呈示

されるたびに，心拍と同時に音がなっているか，

そこからずれて音がなっているかを，強制選択で

判断させた。

この課題の回答には，感情喚起スライドの呈示

のために用いたデスクトップ型コンピュータを用

いた。画面上には回答のためのボタンが表示され

ていて，参加者はマウス操作によって回答をおこ

なった。

課題は40試行おこなわれ，40試行のうち半数で

遅延無し，半数で遅延有りの音声が呈示された。

２種類の試行の順序はランダムであった。２択の

選択肢における正答のチャンスレベルは50％（p

＝.5）である。p＝.5の二項分布において，40試

行中26試行以上正解する確率は５％未満であるた

め，この基準を用いて，参加者が26試行以上正解

した場合に有意に正解率が高いと判断した。この

課題を２回おこない，２回とも正解率が高かった

者（高成績群15名），１回のみ正解率が高かった

者（中成績群16名），２回とも正解率が低かった

者（低成績群22名）の群わけを行った。

感情喚起刺激 実験１と同じIAPSスライドセッ

トを用いた。
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z ' z ' SD SD
0.17 (0.30) 1.33 (2.81)
0.03 (0.27) 1.17 (2.93)

-0.10 (0.23) -2.41 (3.38)
-0.21 (0.23) -0.61 (2.24)
-0.21 (0.26) -0.28 (3.31)
-0.22 (0.18) -0.24 (2.41)

Table2
IBIと感情評定値の最大相互相関係数の群別集計

注）正のラグ値（秒）は，主観評定の変動が時間的に先行して
いることを示す。
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感情リアルタイム評定 実験１と同じく櫻井

（2012）の方法に基づいて，IAPSスライド呈示中

の感情をジョイスティックによって評定させた。

装置 実験１と同等の装置を用いてスライド刺

激の呈示と心電図の測定・記録を行った。心電

図の記録のために用いたノート型コンピュータ

（NEC社製PC-VK24LFWDCSJH）と，感情喚起

スライドの呈示および心拍弁別課題の回答を得る

ために用いたデスクトップ型コンピュータ

（EPSON社製MR-4000）の型式が実験１と異な

る。また，心拍弁別課題における音声はシールド

ルーム内の参加者前方に設置されたスピーカー

（ALTEC社製LANSINGMULTIMEDIAACS5）

で呈示された。

手続き 実験は参加者１名ずつ個別に行われた。

最初に，参加者に対して実験の概要を説明し，心

拍弁別課題を２回実施した。続く感情リアルタイ

ム評定は実験１と同様の手続きであった。

結果と考察

感情評定値 快または不快スライド呈示中10秒

間の感情評定値の平均を求め，これを内受容感覚

の群ごとに集計した（Figure4）。内受容感覚

（３群，参加者間要因）×スライド感情価（快・

不快，参加者内要因）の２要因分散分析によって

平均値の差を検定した。その結果，スライド感情

価の有意な主効果が認められた（F（1,50）＝

155.61,p＜.001）。快スライドは不快スライドよ

りも有意に評定値が高く，スライドの持つ感情価

が反映された結果であった。

しかし，内受容感覚の主効果（F（2,50）＝

0.12,ns）およびスライド感情価との交互作用

（F（2,50）＝0.32,ns）はどちらも有意ではなかっ

た。これらの結果は実験１と同等であり，より精

度が高いと考えられる内受容感覚測定法を用いた

本実験においても同じ結果がえられた点が注目さ

れる。少なくとも，スライド呈示によって感情を

喚起する事態においては，内受容感覚の鋭敏さと

感情の強度との間に関連がないことが示唆される。

今後の研究では，他の感情喚起法を用いるなど検

討を続ける必要があると考えられる。

心拍間隔と感情評定値の相互相関 実験１と同

様に，スライド呈示中に測定された心電図より心

拍間隔（InterBeatInterval;IBI）を求めた。

このIBIの値と，スライド呈示中の感情リアルタ

イム評定値について，１秒間をひとつの区間とす

るようにデータを圧縮し，３区間（３秒間）をウ

インドウとする移動平均によって波形を平滑化し

た。IBIと感情リアルタイム評定値のそれぞれの

データ系列ごとに求めた平均値と標準偏差を用い

て，両系列の値を標準化し，IBIと感情評定値の

波形を重ね合わせた。代表例として，高成績群と

低成績群の，快スライド呈示条件の平均波形を

Figure5，Figure6に示す。

実験１と同様に，これらの指標の関連性を検討

するため，個人ごとに相互相関係数を算出し，ラ

グが－５秒から５秒の間で絶対値が最大となる最

大相互相関係数とそのラグ値を求めた（Table3）。

フィッシャーのz'変換後の値を用いて０を帰

無仮説とするt検定をおこなったところ，快スラ

イドにおいては高成績群のみが有意な相関を示し

（t（14）＝2.28,p＜.05），心拍と感情体験の変動

が相関していることが示された。中成績群（t

（15）＝0.06,ns）および低成績群（t（21）＝0.67,
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Figure4.感情評定値の平均（誤差範囲はSE）。

' z ' SD SD
0.14 (0.23) 0.60 (2.92)
0.00 (0.31) -1.38 (4.11)
0.04 (0.26) -0.41 (3.21)

-0.14 (0.23) -0.27 (3.21)
-0.11 (0.25) -0.94 (2.97)
-0.16 (0.29) 0.64 (2.38)

Table3
IBIと感情評定値の最大相互相関係数の群別集計

注）正のラグ値（秒）は，主観評定の変動が時間的に先行して
いることを示す。
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ns）では有意な相関は認められなかった。一方，

不快スライドは高成績群（t（14）＝2.25,p＜.05）

および低成績群（t（21）＝2.54,p＜.05）で有意

な相関が認められた。中成績群では有意な相関は

認められなかった（t（15）＝1.63,ns）。

快スライドに関する結果は実験１と一致してい

る。すなわち，内受容の鋭敏な者（高成績群）は

心拍と感情体験が相互に関連していることが示さ

れ，身体反応が感情に関連していることを示唆し

た。しかし不快スライドについて，実験１では全

群において有意な相関が認められたのに対して，

実験２においては中成績群で有意な相関が認めら

れなかった。この結果を解釈するにあたっては，

心拍弁別課題成績による群分けの妥当性から考察

する必要がある。すなわち中成績群は，２回の心

拍弁別課題のうち１回のみで有意に多く正解して

いたと判定された者であるが，このことが「内受

容感覚の鋭敏さが中程度である」ことを示すのか，

「内受容感覚の鋭敏さが不安定である」ことを示

すのか明確ではない。いずれにせよ内受容感覚の

鋭敏さを正確に測る課題についてはさらなる検討

を要する。

ま と め

本研究における２つの実験より，内受容感覚に

よってもたらされる身体生理反応に関する情報が

感情の成立に関連している事が示唆された。この

ことは，感情を生じさせるような対象に出会った

直後に身体の生理的な反応が生じ，それが脳へフィー

ドバックされて主観的感情体験が生じるとした感

情の末梢起源説を支持する結果である。

また特に，内受容感覚が鋭敏な者において生じ

た感情の強度自体は内受容感覚が鋭敏でない者と

の差が認められなかったが，感情体験と心拍変動

の相関性に着目したときに，内受容感覚が鋭敏な

者においてこれらの指標間に相関が認められたこ

とが注目される知見である。快スライドにおいて

この傾向は顕著であり，内受容感覚が鋭敏な者は

末梢反応の情報が感情に対して強く関係している
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Figure5.高成績群，快スライド呈示時の平滑化済み平均波形（n＝15）。

Figure6.低成績群，快スライド呈示時の平滑化済み平均波形（n＝22）。
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ことが示唆される。この知見は，感情変動をリア

ルタイムにとらえる事ができる感情リアルタイム

評定法を適用することによって新しく得られたも

のである。

また，実験２においても内受容感覚の測定法自

体の課題が見いだされた。今後の研究では内受容

感覚をより正確に測定する方法を検討し，内受容

感覚の鋭敏さと他のパーソナリティ指標との間の

関連の有無など，多角的に検討する必要がある。

付 記
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会および2016年第34回日本生理心理学会で発表さ
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